
 

 

 
 
   

【農家さんとの交流】 

 いつもお世話になっております。農福担当の       （宍戸）です。農福を担当しているこ

ともあって、農家さんとお話をする機会が多いです。今回ご紹介するのは、①桃の枝変わり新種②畑の

除草の２つです。 

《雅夫さんスペシャル》 
桃（黄金桃）の枝変わりで７年程前に発見され、芽接ぎをして増やした幻の

桃です。品種登録をする予定はなく「桃幻（幻の桃）」   

雅夫さんが袋掛けなど試行錯誤を繰り返し、丹精込めて育てたので雅夫 SP

と名付け果樹園で食べているそうです。私も食べましたが、オレンジ色で柿の

ような味覚の桃でしたが、流通しないのが残念です。 

《農業は除草との闘い》               
乗用草刈り機やロボット型（ルンバ）草刈り機、刈払い機の他に畝間に大麦

を植え雑草が生えないようにしている農家さんもいます。この大麦は自然に枯

れるので放置し肥しにします。 

最近、ロボット型草刈り機を使う果樹園が増えてきました。自分で基地に戻

るのですが、たまに脱走？して捜索をすることがあるそうです。また、５

㎝程残して刈ると残った根が延び畑の栄養になり、土も柔らかくなるので、

肥料を使わずにこの方法で土作りをしている農家もあります。刈り取った草はそのまま放置して畑の

肥やしにします。私も時間がある時には帽子と腰に虫よけグッズのオニヤンマ君（鬼山とぼ子）を付

け、刈り払い機で我が家の畑の除草作業をしています。蜂は寄ってきませんでしたが、何故か赤とんぼ

1 匹が、私の腰のあたりから離れませんでした。オニヤンマ君に守ってもらいたかったのでしょうか？ 

【農福連携講習会】 
 今年度第１回目の農福連携講習会の日程は１１月２２日（水）にアオウゼ

調理実習室（福島市）で開催することになりました。今回は「農作物の加工」

と題して、料理教室天使のスパイス主宰で FTV カルチャーセンター男の料

理教室講師の吉田摩耶氏に「コンフィチュールの作り方（果物：りんご、野

菜：ねぎ）、活用法（料理、焼菓子）、容器の殺菌方法」について講習をして

いただきます。 

５福授振第 38 号（５．９．１５）にて通知しましたので、是非、ご参加ください。       

（担当：農福連携コーディネーター 宍戸綾子） 
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《事務局から》 
県外販売会を、「モリタウン昭島」（東京都昭島市）において開催することとし、先般、メールにお知らせ

しております。売り場面積は約６０坪と広く、当会が主催しているアンテナショップの 3 倍以上の面積とな
ります。昨年度は、埼玉県桶川市、栃木県宇都宮市、新潟県新潟市のアピタで開催しました。初めての出店
でしたが、多くのお客様にお買い求めいただきました。福島県の障がい者施設製品を知っていただく絶好の
機会です。多くの事業所に参加していただけることを願っております。 

 
開催日時 令和 5 年 10 月 11 日（水）～15 日（日） １０：００～２１：００ 


